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成 果 

特 色

令和６年度 

●国立極地研究所と連携し、南極・昭和基地と双方向ライブ中継で繋
ぐ「南極教室」を開催した。昭和基地の観測隊員に、南極の自然や
仕事内容、観測の意義などを直接伝えていただいた。 

●リアルタイムで現地の様子を伝えていただいたり、事前に集約した
児童の質問をクイズ形式で話していただいたりしたことで、児童の
関心が高まった。目指す学校像と関連したお話もいただき、子ども
達自身が生活をふり返る時間となった。 

 

●遠く離れた南極を身近に感じることのできる 1 時間になった。自分たち
の暮らしが地球環境全体とつながっていることや、普段生活の中で大切
にしていることが、どんな場所・どんな環境であっても変わらず大切で
あることなど、多くの学びにつながる体験になった。 

第４・５・６学年 

職業に触れる体験
ん体験 

●南極の様子や観測隊員の方々の仕事を見たり、聞いたりすることが
できて、南極や環境について今までより考えるようになりました。 

●観測隊員の方々が自分たちと同じように「あいさつ・元気いっぱい」
を大切にしていることを知って驚きました。がんばりたいです。 


